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WOA98で見た世界の海洋構造と流れ














Horizontal distribudons of temperature, salinity, potential density, and geopotendal height anomaly
on the sea surface, and on the surfaces at the depths of lO伽n, 500m and lOOOm, are shown based
on world Ocean Atlas 1998. Also drawn aR vertical-north-south cross sections of temperature,
salinity and potential density for the Pacific Ocean (along the 180-E meridian), the In血n Ocean
(60-E) and the Atlantic Ocean (30-W). M勾or climatological characteristics of the World Ocean are
des曲d based on the maps and the cross sections. Geostrophic currents rels山ve to 2000× lO^Pa
level a代calculated from the database and characteris也cs of the geos叫hie cunでnt丘elds are
depicted.
要旨
world O∝an Atlas 1998の線度経度1度格子、鉛直33層の水温塩分のデータを用いて、水温、塩分、ポテン















集整理したデータは、相互に交換されると同時にアメリカ合衆国のNational Oceanographic Data Center
(NODC)に集められる。すなわちNODCは世界の海洋データセンターの役割を果たしている.






本研究では、最新版のデータセットであるWorld Ocean Atlas 1998を入手し、それに基づいて、水温、塩分
などの分布図を描きこれらの分布構造を調べると共に、 2000 × lO^Pa等圧面(水深約20伽1)準拠の地衡流速場
を求めて海洋循環構造を調べた。
2データ及び解析方法
本研究で用いたのはWorld Ocean Atlas 1998(WOA98)である。これはアメリカ合衆国の0∝an Climate
Laboratory/National Oαanographic Data Center (OCL/NODC)から1998年に発行された観測データ集
















































































































































(l)Sydney Levitus : Climatological atlas of the World Ocean , NOAA Professional Paperl3 (1982)
(2)気象庁　編:海洋観測指針財団法人　気象業務支援センター,167-175 (1999)



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































K(S,t,O) -Kw +(/0 +fxt+f2t2 +f/)S+(g。 +gxt+g2t2)S>
と表される. Kv、 A、 Bは純水に関する項である。
p(S,t,O)は1気圧における海水の密度で以下の方程式で求められる。
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A,B, = A2B, - L(m)C娼間の醐とし、 AIBi間、 A2B2間では流速が一様で、それぞれK.,U,とするo各
項を計算すると以下のような式を求めることができる。





」> = 105 Jop tα(35,0,.p) + (a(s,t,p) - a(35,0,p)}dp
= A5,o,, +AD
AD = 105 1g(α(s,t,p) -α(35,0,p)}dp
のように表現することもできる. α(s,t,p)は、海水の状態方程式より求める。
ゆえに,
w, -w2 -去{(ADf -ad?)-(ad;2 -ad;1>}
と書ける。ここでp2を無流面と仮定する。無流面は等圧面が水平、すなわち水平圧力傾度力が働かない面のこ
とでこの面上では地衡流速は0である。 p2を無流面と仮定しpl=p、 p2∃>O,ul=uとおくと、





AD = )l{a(s,t,p) - a(35,0,p)}dp -サ
妄言【(al(s,t,p) - a(35,0,p))-(aト.(-, - α05,0,p)](pi -Pi-,)
従って2点間の流速は
u = -{ADA(pl)- ADB(pt)}
となる。
空間微分は地球を回転楕円体(又は球体)と近似して、その座標におけるgradientC勾酷を求めるのが正しい方法
だが、ここでは計算を簡略化し各点での緯度及び経度の1度あたりの距離を与えて局所直交直線座標系で行った。
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付録3　赤道付近の近似
赤道付近ではrが0に近いため地衡流近似を直接適用するのが難しい。そこで式(1)をもう一度空間微分する。
すなわち.
孟(fit) -孟(-:雷) ・-(3)
ただし、 pは圧力(¥05pa)で・圧力一定とみなす。 β-芸とおくと式(3)は
・** +/芸-
1 ′こ:I,
p df
1 `ヲ2p
ll=--
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赤道ではf=0であるので、
南北方向の速度も同様に
より
となる。
しかし、この赤道付近の地衡流近似は二階微分の式のため、実際のデータに基づく計算では誤差が大きくなる。
そのためあくまで参考として示す。
